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不確かな知識の信頼性判断の支援を行う「ほんと？サーチ」 

―「ほんと？」かどうかの材料を拾ってきます― 

１．背景 

今日，我々は書籍，メディア，インターネットを通じて多くの情報を得ることができるが， 
同時に世の中には信頼性が保証されていない情報も蔓延している．そのような状況にも 

関わらず，信頼性を確認する有効なシステムは存在しない．そこで本プロジェクトでは，不 
確かな知識の信頼性の判断支援を行うシステムを提案した．提案システムでは自然言語 

形式で入力された知識の信頼性を判断するための情報を Web 情報の集約によって提示 
する．提示する信頼性判断情報は Web における知識の認知度に基づくものであり，「肯 

定/否定の印象分布」「情報ソースの分布」から分析によって生成される．さらにこれらの 
分析結果は時間と共に変化すると考えられるため，時間的要素を考慮して Web 情報を集 

約し信頼性判断情報を提示する仕組みに開発した． 

２．目的 

ある知識の真偽について調べたいとき，Web を用いてそれを調べることは広く行われて 
いる．例えば，最近社会問題にもなった「あるある大辞典の番組捏造騒動」における「納 

豆はダイエットに効果的」という知識の真偽をWebを使って調べるとき，ユーザは次のよう 
な手順を踏むと考えられる． 

1. Yahoo!，Google といった Web 検索エンジンに「納豆 and ダイエット and 効果的」と 

いったキーワードを入力する． 
2.検索エンジンが返す検索結果ページを適当に閲覧し，ページ間で比較し同じことが言わ 

れているかを確認する． 
3. ほとんどのページで「納豆はダイエットに効果的である」ということが言われていればお 

そらく正しいだろうと判断する，そうでなければ正しくないだろうと判断する 

ユーザの多くはその知識に関するキーワードを Web 検索エンジンに入力し，その知識に 
関するページの数を調べたり，その知識に関して信頼のおける Web ページを探そうと試 

みる．これは個々のページの信頼性が低いという Web の欠点を補うためである．以上の 
ような作業はページを何度も比較しなければならず非常に労力がかかる．さらにはこの方 

法で判断を行うためには Web 上の多数のページを比較することが求められるにも関わら 
ず，ユーザはその負担の大きさからおそらく検索結果の上位数件を見るにとどまるだろう． 

そもそも「納豆はダイエットに効果的」かどうかを知りたいだけにも関わらず、多数のペー 
ジの内容を他のページと比較するというのは，無駄の多い作業である．既存の Web 検索 

エンジンはあくまで詳しい情報を調べるためのものであり，このような真偽を確かめるため 
には適していない．さらに現状では信頼性を確かめるためのサービス/システムは実用に 

耐えられるものは存在しない 

３．開発の内容 

本プロジェクトでは不確かな知識の信頼性を判断支援するためのシステム「ほんと？サー 

チ」を開発する．「ほんと？サーチ」では Web 上に存在する膨大な情報を効率的に集約す
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ることで，信頼性判断支援に役立つ情報を提示する．ユーザが疑わしいと思う知識をキー 

ワードではなく自然言語（フレーズ）の形でシステムに入力すると、その知識の信頼性を判 
定するための情報をユーザに返す．「ほんと？サーチ」では知識の絶対的な真偽を決定 

するではなく，ユーザが信頼性を判断する上での情報支援に焦点が当てられている．こ 
れは，Web 上の情報だけでは絶対的な真偽の判定を下すことはできず，最終的にはユー 

ザ自身が判断するべきであるためである．また，信頼性の基準は人、状況によってさまざ 
まである．よって、本システムは、できるだけ多様な判断材料を提示することを目標として 

いる．「ほんとサーチ」では「多くの人が認知している知識は信頼できる」という基本的な評 
価軸を基とし，さらに情報ソースの分類，知識に対する印象，認知度の時間的変遷の３つ 

観点からの Web を集約・分析した情報を提示する．その際，入力知識の他に解となりうる 
知識も提示し，比較による信頼性判断支援を行う． 

以下はほんと？サーチを実際に用いた例である． 

【使用例１】単純認知度による信頼性の確認 
ここでは知識例として「チューリップはオランダが原産（実際はトルコ）」を取り上げる．ユ 

ーザはこの知識に対して疑問をもっており，「ほんと？サーチ」を使って信頼性を確かめる． 
この結果によると解候補としては「チューリップはトルコが原産」「中央アジアが原産」「中 

東が原産」として抽出されており，認知度を比較するとトルコが他の知識に比べて非常に 
高いことが分かる(図１)．ユーザが入力した「オランダ」はスコア 1point で 5 位にランクイ 

ンされていた．さらに 1 位にランキングされた「トルコ」に関する検索結果要約を見てみると 
オランダに関する記述があり「トルコからオランダに持ち帰られた」ことも分かる． 

図１：「チューリップはオランダが原産」でサーチした例
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【使用例２】印象分析，時間分析による信頼性の確認 

ここでは知識例として「納豆はダイエットに効果的」を取り上げる．ユーザはこの知識に対 
して疑問をもっており，「ほんと？サーチ」を使って信頼性を確かめる．図２からも分かるよ 

うに，「ウォーキングはダイエットに効果的」の結果に比べ「納豆」のネガティブ印象の割合 
が大きいことが分かる．印象の明確さからは納豆は少なくともダイエットに効果的，とは言 

いにくいのではとユーザに意識させることができる．また「時間的分析機能」を用いて認知 
度の変化を確かめる．ここではランキングで上位に来ていた「ウォーキングはダイエットに 

効果的」と入力である「納豆はダイエットに効果的」の時間的な認知度変化を比較する．そ 
の結果を図２に記す．この結果からウォーキングとダイエットでは認知度の変化が異なり， 

納豆は 2 度ブームが起こっており，「一回目のブームと 2 回目のブームで印象の変化が起 
きた」などの推測が可能となる．最新性の観点からすると，納豆の方がウォーキングに比 

べ話題として最近でも取り上げられていることも予想できる． 

【使用例３】知識サーチの可能性 
通常の「ほんと？サーチ」のクエリ生成を応用することで「トヨタのライバルは誰？」とい 

った知識サーチを実現することができた．通常，ユーザは入力 1 として不確かな知識，入 
力 2 として入力 1 の不確かな箇所を指定したが，「何+？(クエスチョンマーク)」を用いた疑 

問文を入力 1 に入れることで，それに合致する答えのリストを得ることができるようにした． 
図３は「トヨタのライバルは何？」というクエリを投げた例である．結果としてトヨタのライバ 

ルはグーグル，ホンダ，日産，GM などが得られた．このように「ほんと？サーチ」の技術 

図２：知識の印象分析，時間的変化分析 

図３：知識サーチ的活用例
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を応用することでユーザの疑問文に対する答えを直接提示できる知識サーチを作ること 

ができた． 

４．従来の技術（または機能）との相違 

「ほんと？サーチ」は，知識の信頼性の判断を目標に開発された．プロジェクト開発前の 

段階では，知識の信頼性の評価をすることもテーマとして挙がったが，信頼性はユーザに 
よってその評価軸が異なる場合もあり，完全に決定することは不可能である． システム 

が知識を信頼性の観点から評価するのでなく，ユーザ自身が判断できることが信頼性と 
いう観点では今後重要ではないかと考える． よって，本プロジェクトでは真偽の決定では 

なく，判断材料を与え，最終的な判断はユーザはゆだねることを目標とした．「ほんと？サ 
ーチ」の開発によって，(1)不確かな知識の信頼性を判断支援する情報のサーチおよび 
(2)知識サーチ，が可能になった．既存のサービスは、ユーザの入力に対して適合するデ 
ータを検索することが目的であったが，「ほんと？サーチ」は信頼性の情報源を探し提示 

することが目的となる．既存の検索サービスとの最大の違いは，ほんと？サーチはデータ 
を一切保持しておらず，既存の検索サービスが持つデータをうまく集約・統合することで 

必要な情報を返す，ことである．これにより Web ページといったデータを結果として返すの 
ではなく，ユーザの検索欲求に対する直接的な答え（知識）を返すことが可能になった． 

５．期待される効果 

本ソフトウェアは既存の Web 検索エンジンとは異なり，クエリに適合する Web ページを検 

索するのではなく，知識を検索することに決定的な差違がある．今後検索エンジンのフィ 
ールドは膨大なデータから必要なデータを抽出し併合することで，ユーザの検索欲求に 

合致する結果を提示する知識サーチに向かっていく可能性があることからも，本ソフトウ 
ェアは知識サーチの分野に先鞭をつけたと言えるだろう． 

６．普及（または活用）の見通し 
本ソフトウェアは Web アプリケーションとして実装されており，インターネット接続できる環 

境であれば，あらゆるユーザが利用することが可能である．今後も本ソフトウェアの存在 
を広くアピールし，それによって得られたログデータの解析を基により高精度かつ多様な 

知識検索エンジンの開発に取り組んでいきたい． 
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ほんと？サーチ： http://hontolab.org/product/honto/


